
　なお、診察や薬物療法、カウ

ンセリングなどの医療行為につ

いては保険診療となります。

「ゲートキーパー」を知っていますか？

立場・身分・職業



２

青森県では、平成 年に 人であった自殺者数が、平成 年には 人

となり減少傾向にあります。ただ、人口 万人対の自殺死亡率では、全国

に対し青森県は と依然高い状況が続いており、憂慮すべき状況であ

ることには変わりありません。

悩みを抱えた人は、その悩みを他の人に打ち明けられず、どうしたらよいか

分からずに、混乱してしまうことがあります。このように悩みを抱えた人を身

近で支援する存在として、「ゲートキーパー」が必要です。

「ゲートキーパー」とは、心理社会的問題や生活及び健康に

おける問題を抱えている人や、自殺の危険を抱えた人々に気づ

き適切に関わる人のことをいいます。主な役割は、以下の４つ

です。

・気づき：家族や仲間の変化に気づいて、声をかける。

・傾 聴：本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける。

・つなぎ：早めに専門家に相談するように促す。

・見守り：温かく寄り添いながら、じっくりと見守る。

ゲートキーパーの活動において「メンタルヘルス・ファーストエイド」という考え方が役立

ちます。メンタルヘルスの問題を有する人に対して、適切な初期支援を行うための５つのス

テップ『り・は・あ・さ・る』からなる行動計画で、オーストラリアで開発されたものです。

り ：リスク評価
＊心理的危機に陥った方に対応する場合、第一に自傷・他害のリスクを評価することが必要です。

は ：はんだん（判断）、批評せずに話を聞く
＊周囲の人がじっくり話を聞くこと自体が重要な支援であり、助言の前にこのステップが必要です。

あ ：あんしん（安心）、情報を与える
＊現在の状態が医学的な問題である可能性があり、効果的な治療や対応があることを伝えます。

さ ：サポートを得るように勧める
＊医療福祉や法律、その他の相談機関など専門家に相談することの有益性を伝えることが大切です。

る ：セルフヘルプ
＊気持ちを和らげるために自分でできる対応法（リラクゼーション法など）を伝えることです。

地域における様々な人がゲートキーパーとなることが期待されますが、それぞれの立場で求

められる役割が多少異なります。

一般住民やボランティア、民生委員・児童委員などは、地域における見守りや共生、気軽に

相談できる存在であることが求められ、必要に応じて、専門機関へのつなぎが必要になりま

す。一方、地域保健や医療、福祉などの領域における専門職には、支援に必要となる高い専門

性や、問題解決への働きかけ、他機関との連携などが求められます。

３

メンタルヘルス

精神保健福祉センターでは、様々な立場の方々を対象としたゲートキーパー養成研修に積極

的に取り組んでいます。以下に一例をご紹介します。

保健師等が地域の保健福祉関係者や住民に対

し、ゲートキーパー育成研修を行えるようにな

ることを目的としています。本県の自殺の現状

やゲートキーパーに関する講議のほか、参加者

やファシリテーターの立場で研修を実際に体験

できるような内容を盛り込み、保健所圏域ごと

に実施しました。

【参加者の声】

「具体的な内容で、実際にやっていく準備がで

きたと思う」

「自分が講師になったら、とイメージして参加

することができた」

「こんな内容なら、地域でもやっていけそうな

気がする」

教職員などを対象に、子どもから発せられる

こころの サインに気づき、耳を傾け、必要

に応じて専門機関へつなぎ、見守るための知識

や支援方法の習得を目的としています。筑波大

学災害精神支援学講座教授 高橋祥友先生を講

師にお招きし、子どもの自殺の背景や原因、具

体的な対応などについての講演を中心に、平成

年度より開催しています。

【参加者の声】

「私たちが経験したことのない事を経験した子

どもに対しての対応はとても難しいと感じてい

た。講演を聞き、方向が見えたと感じる場面が

多かった」

「大人の自殺予防の視点とはまた違うお話を聞

けて、大変有意義だった」

県内の市町村などが地域住民等を対象に行うゲートキーパー育成研修において、講師を務

めるなどの技術支援を行っています。その際、地域の自殺の実情に詳しい市町村保健師から

状況説明を行うなど、協働して研修の運営にあたることに努めています。

『五戸町ゲートキーパー養成研修』平成 年 月 日実施

「どうすれば効果的な研修となるか？」企画の段階からセンターの担当者と一緒に話し合

いを進め、町の自殺の現状や住民の関心度に合わせて、強調したい部分に時間をかけるとい

う研修内容にすることができました。

町の保健師も研修の一部を担当し、町の自殺の実態を集計・分析し説明したことで、研修

会の目的を町の視点でしっかり伝えることができ、参加者への

問題提起にもつながりました。

また、一緒に学び考えよう！という会場の雰囲気と、ゲート

キーパーの大切な役割「つなぎ」の身近な相談先として保健師

を位置づけることができ、参加者との顔の見える関係づくりに

繋がったと思います。（五戸町福祉保健課 三浦洋子保健師）


